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曲 げ モ { メ ン ト 影響線 図 の 作 図 法 則

長 ヌじ 亀 久 男

A M ethod úf Drt'c w ing th e Inf l uenc e Lines ûf B end ing M oment， 

Kikuo NAGAMOTO 

Regardi ng the nllture of infl ll enc e  l in('自 of hending mom ent in tn e cases (ContinllOllS 
hcams， lmilt-in hCll，lllS nnd. fr伺ly stlpport ed b el1lllS) ，  the Huthor obta in ed simple reslllts with 

algebrnic calculnti ons， 

A considerntioll was Il1ltde on the sßlll e r esu l臼 in g ell er al ，  and a v ery easy g eom etrical 
method hns been f(i llnd  ill drawing the l in es in r(iutine works， 

今第 1 図の様に u 径間連続梁に つ い て考へ る と と に す る 。 径四 の 名称 を 右端か ら 左 に 向 っ て 順次
I I l 2 … - ・ … … ln 径Illl と す る 。 荷重は右端か ら 左 に 向 っ て 転 る も の と す る 。 然 ら ば 何重が 1 1 径間に
あ る と き ， 'n 径1m に て ， 口 支 点か ら z の 距離 に あ る 点 に :& 1ま る 曲 げ モ { メ ン ト を MIZ と して あ ら はn 
す も の と す る 。

と の 場合 M の 真下の 指標は 考へて い る 径間 を ，2 /Lqf ， 右 下の指標は支点か ら 考 へて い る 点 に 左 向 き に 測っ
' pf， た距離 を あ ら は す も の と す る 。 右ー l二の 指標に つ い て

‘."・t
. ，. “ 8  

ム」一旦一 f)1õ に あ る と き は ， 考へて い る 点 に 及 ぼす !ih げ モ ー メ
ン ト を ， あ ら は ず様 に す る の で あ る が， と の 右側の

場 合 は ， 荷重の あ る 径1mの符号 と 致す る 様に あ ら は し得 る が， 考へて い る 径i百iで， 荷重が考へて
い る 点の 左側に あ る と き ， 考へて い る 点 に 及 lま る 曲 げ モ ー メ ン ト は ， そ の 径閥の符号・に + 1 し た も
の で あ ら は ず と す る 。 そ れ故考へ て い る 径fl日の 左隣 り の 径n日で は 総て考へて い る 点 に 及 ぼ す 曲 げ
モ 戸 メ ン ト は ， そ の径聞の符号に 十 1 した も の で あ ら は す こ と に な る。 斯 く 約束すれば考へて い る
点が ん 径1m， ln - l 径聞に あ る と き 考へて い る 点 に 及 ぼす 曲 げ モ 戸 メ ン ト の 符号は 第 1 図の様に な
る 。 又考へて い る 径間 ln で 重荷が考へて い る 点、 に 来た と き の ， そ の 点の 曲 げ モ 戸 メ ン ト 軌跡、 を Mp
に て あ ら は す も の と す る 。

今 ln 怪聞 に て Z = ZI ， Z = O， Z = Z2 の 曲
げ モ 戸 メ ン ト 影響紛 及 び Mp を 考へ る と と れ 、

n f 

lま 第 2 図 に 示 さ れ る 様な も の に た る 。 図 を 参 i> ' y-
照 し， と れ ら 影響紋耳目の 関係に つ い て は 既 v乙 U，' 
次の 事が知 ら れて い る 。 くり

ん 径問 よ り ln- l 径間 ま で は �一車一
y 1 l  [ザ� Jz = {) l 一一一?一一て一一 一寸一三一一・… - ・ ・ … …… 一 …… ( 1)yl z ー ド1[1 1の _ n _ ln -Zl 

， n z )ル ー- " ' 1  

ln 径聞 に て 考へ て い る 点 が荷重の 左側に あ る と き は

" 
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九 一 (ザう = Z1 1，，-z1 一一一一 =一一一一… … … ー … - … … ・ (2)
fz 〔T4 = 九 九 -Z2

1In = Z1 
ln 径聞に て 考 へて い る 点 が荷重の 右側に あ る と き は

〔手〕z = Z2 -〔ff+1jz = 0

.Jl1土十L- 17 h三_2 _ = � . . ・ h ・ (3)Y2n+1 ー (�z n十ljk Z1 -(fzn+1)d Z 1  

Un = Z2 Un = Z2 

次 に Zn- 1 径聞 に て ， Z = O， Z = Z，， _ h  
Z = Z1 ， Z = Z2 の 曲 げ モ ー メ ン ト 影響税及び
Mp を考へ る と ， ζ れは第 3 図に 示 さ れ る 様

1
":' 3�.' 

純 一 1

な も の と た る 。 図 を 参照 し， ζ れ ら 影響紙 問 -， • 

の 関係に つ い て は ， 前 と 同様に ， 既 に 次の 事 1/ <1. a. v 1 で いe
が知 ら れて い る (1〉。 (U\ι (び-ti..，(口:)二

11 径間 よ り ln -2 径間 ま で は 星 j Ii! 

世1 1 ー (fTJ4247ト 1ー(fT142 =O F

下-;- � [�> JZ = ln_ 1 -[�; 2JZ瓦J= 五- 1士Z . . . . . . (4)

' .. 正

Zn - 1 径聞 に て ， 考へて い る 点 が荷重の 左側 に あ る と き は

(frj Z41 ー(ffr Ijz = fn - 1
ち1百- 1 � 'i1性一 1 = 宰 1
Y2山 一 〔fftい 、t，ノphリ〆，‘町、

.ι一
9
τ一z

一二一二一
1'n- J  = ZI 'l1n _. J = ZI 

Zn- 1 径聞 に て ， 考 へて い る 点が荷重の 右側に あ る と き は

(�fJ宮 = Z2 -[fff
ajz = O

Yln りη _ 1 = Z2 Z = -t … (6) 
Y2n 一 [fTr l〕z = ZI -[fi?

")z = O A1'n- 1 = Z2 lIn - 1 = Z2 

Zn 径間に 荷重が あ る と き は

Yln+1 _ [fTfn+1 〕z = (}ー〔fTfa十1に ん - 1 1 
石町一 〔jfin十

1
JZ = 0_[計十l)z =

z
z

=
-t (7) 

へて い る 点 に 及 iます 曲 げ モ { メ ン ト を M'2 と し ， 左側 に
て ， 考へて い る 点 に 及 lます 曲 げ モ { メ ン ト を M"2 と す
る 。 今 z = l ， Z = O， Z = Zl ， Z = Z2 の 曲 げ モ ー メ ン ト 影響
私! 及 び Mp を 考へ る ま ， と れば第 4 図 に 示 さ れ る 様た も

の と た る 。 図 を 参照 し ， そ れぞれ計算すれば次の 様 に 求
め得 る 。

( 引，-0 (クJz � .L 
属呈ーと」主



る。

(1l'l'2 Jz = l ーCMpJz ニ ZI

ダ1 _ U ニ 2 1 - 1二� . . . . … ー ・ (8)� - -o;巳Jz ヨ二置予Z瓦 - l �Z2 
U = ZI U = ZI 

CM"zJz = OーC1l'JpJZ = Z2
Y" l U = Z2 = �ー… ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ・ ・ ・ (9)
Y"2 - CM"zJZ = O�Ol1"zJZ = Zl - ZI 

U = Z2 U = Z2 

CRvA(l �z) J u = ZI  

車 S 吊

Y' I 一 一 空 三五一 lご-ZI . . . … … … … … … (10) 
ダ2 ー CRvA(l --z) J u ニ ZI - l �Z2 

Z 二二 Z2
CRvBZJ z = Z2 

引11 '1 '1.ι =ァ ク ー ーよ土 = 一 -L = 二三… … … … … ・ … … … (11)ず'z 【RvBZJ Z 二 宮1 Z I 
U 二 Z2

以 上 を 総括 し て ， そ の幾何学的意義 を 考察すれば， 次の 様 主主 法則 を 結論す る と と が出来 る 。

1 )  考へ て い る 点 の 右側
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R) 考へ て い る 点の存在す る 径1m を II 等分す る 。 II 等分点 か ら 重紘 を 立 て ， Mp 曲線 と 交 ら し め る 。
符号・ を つ け る の に ， 考へて い る 点の 左側支点 (Z = り を 基点 と し て ， 右側に 向 ぴ ， Mp 曲線 と 議紙の
交 点 に ， 基点 か ら 1， 2， … … … … II 十 1 と 符号 を つ け る 。

h) 考へ て い る 点 の 存在す る 径問 で は CMzJz = l と ， 径1IJ1 1l 等分の垂純 と の 交 り を 基点 1 と し て ，
と の 垂紙 と Mp !由利( の 交 点 の 1mの 長 さ を ， lt[p 曲純 と 垂中立 の 交 点 に つ い て い る符号例へば j に 合 う 様
に ， と の 長 さ を j �l 等分 し， 符号 を 1， 2， . . . ・ H ・ . . …j と つ け る 。

c) 考 へて い る 点の 存在 し な い径聞 も 引 等分 す る 。 等分の各点 か ら 垂紙 を 立て る 。 と れ と CMzJz
= l と の 交 り を 基点 1 と し て ， CMzJz = O と の 交 点 の 1m を n 等分 し て ， 1， 2， … … … … n 十 1 と 符号・
を つ け る 。

以上同 七 符号の 点 を 連結すれば考 へて い る 点 の 右側の影響紛 が作図 し得 ら れ る o
H ) 考 へて い る 点 の 左側
t!) 考 へて い る 点 の 存在す る 径1m を n 等分 し， II 等分点か ら 垂純 を 立て ， Mp 曲純 と 交 ら し む る と

と は 前 と 同様で あ る 。 符号 を つ け る の は 前 と 逆方向で， 右側支点 (Z = O) を 基点 と し て ， 左側 に 向 仏，
Mp 曲献 と 垂*Jj�の 交 点 に基点か ら L H， ・ H ・ H ・ . . …N 十 1 と 符号 を つ け る 。

h) 考 へて い る 点の 存在す る 径間で は CMzJz ニ O と ， 径間 n 等分 の 垂綜 と の 交 り を基点 ! と し て ，
と の 垂線 と Mp 曲線 の 交 点 と の 聞の 長 さ を ， Mp !H断! と 垂線の 交 点 に つ い て い る 符号例へば K に 合
う 様 に ， と の 長 さ を K � l 等分 し， 符号 を L H， … . . . ・ H ・ . .K と つ け る。

c) 考へて い る 点の存在 し た い径聞 も n 等分す る。 各等分点 か ら 垂線 を立て る。 と れ と CMzJz = O

と の 交 り を 基点 I と し て CMz]z = l と の 交 点 の 聞 を n 等分 し， L H… … ・ … .N + 1 と 符号 を づ け る 。
以上向 じ符号の 点 を 連結すれば， 考 へて い る 点 の 左側 の 影響腕 が作図 し得 ら れ る。
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只今 の (1) (n) の 泣則 に よ てコ て 影響 彩; 図 を 作 図すれば， 全 〈 機械自宅 に 影響新 図が作図 し得 ら れ る

の で あ る 。 無論 ζ の 法則 を 応用 ナ る 前に ， 考 へて い る 径 間 に て 1 Z = O， Z = l， の 影響線 と ， そ の径
Hllの Mp を 先 き に 画 い て お かねは‘ な ら ね。

と の 法則の 応 用展 開 に 関す る 研究 に う き 文部省 自 然科学研究費の援助 を う け た。 まま に 記 し て 厚 く

御礼 申 上げ る 。

本稿 は 臼 本機械学会北陸地方講演会 〔昭23-5ー10) の 講演要 旨 で あ る 。

(1) 長元 : 道統梁 に お け る i曲 げ モ � メ ン ト 影 響 線 の 構 成珪論， 日 本機械学会論文集 ， 8， 30， 1， く昭17�的。


